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要 旨

100～4,800回線の虹い範幽に適用される,構内交換機の標準轍経とLてIi㌢j発さ

jtたもので,従来のAX3M形,AX3D形に代わるものである｡

本交換枚は新たiこコードトランク開放方式の無ひも中継台を揺用L.,新什前サービュくとしてコードダイヤ′,L

内線相互キャンプオン,押しボタンダイヤルなどを採用Lている｡

1.緒 口

私設自動電話交換擦は,その計担司に当たって回線数特にホ子来しつ容

量を予測することが非常に困難であるので,回線容量にほ十分な余

裕を有することが要求され,また回線数が中,大容量の交換桟でこ･ま,

経済性はもとより機能特iこ広範多岐な付帯サービス機能を右するこ

とが要求される｡

ここに紹介するAX3S形クロスバ交換枚ほこれらの要求に応tl

て新たi･こ開発されたAX3シリーズの全共通制御方式クロスバ自動

交換枚で,すでに本誌(1)に発表されたAX3M,AX3D形クロスバ交

換機を全面的にモデルチェンジしたものである｡

AX3S形クロスバ交換機は,1機種で100～4,800回線の純囲に適

用でき,100回線以下のこまぎれ増設をも可能にしている｡使用さ

れる無ひも式中継台iこは,コードトランク開放方式を採用し,経済

化をはかっている｡付帯サービスについては,コードダイヤル､内

線相互キャンプオン,押しボタンダイ17ルなどの機能が新たに加え

られているご

これらの付帯サービス機能を伴うAX3S形クロスバ交換機は,コ

ードダイヤル機能付が丸紅飯｢.H株式会社須田町分館をはじめ数個所

に,内線相互キヤン=プオン枚能付が京都国立国際会館に納入され,

好評実に運転されている｡

2.本交換機の概要

AX3S形クロスバ交換機ほ,100･～4,800回線の範囲をカバーする

全共通制御方式の私設用クロスバ交換機で,内線当たりの呼量によ

り,その最終容量が次の2種類に分かれている｡

1内線当たり4HCSの場合¶最終容量4,800回線

1内線当たり6IiCSの場合¶最終容量3,200回線

AX3S形は,さきに本紙に発表されたAX3M形およびAX3D形をこ

代わるもので,より広範閉の回線容量を1機種でカバーするもので

あり,経済性,融通性,付帯サービスの拡大などを目標に設計され

ている｡.たとえば従来のAX3M形,AX3D形とその架数を比較す

ると約30%減少しており,占有床面積も著しく小さくなっている｡

外観を図1に示す｡.AX3S形クロスバ交換機の設計方針を述べれば,

次の諸点である｡

=)1機種で100～4,000回線の広範囲の要求に適合でき,増設

が容易であること｡

(2)フレーム構成は三段接続を基本とするが,回線数の大きい
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所では､IJq段接続を導入しストソナ数の減少をLヌlること｡

(_3､)従来なか-一二､た数多くの新しい付帯サービスつを準脱し,付加

ユニ､ソト形式で貴現できることこ

(､4)輸出への適合性も考.赦すること｡

(､5■)合理的な回路設計および架橋矧こよi),維消化なⅠ.恥),さ

らに占有床面積を減少すること｡

(6う 要求i･こ応じた内線サービスクラスが,容錫i･こ付加できる

こと√

(7)番弓･計丙に融通性を･持たせることご

(8)トランジスタ信号器を採用することiこよi),す酎米寸,無調

整化すること√

(､9)試験棟能の向上およびユニ､ソト化を行ない,日常の保′､+:業

務を能率化すること｡

なお出線端子数についても,AX3S形は最大1,2帥端√であり,

AX3D形の56口端子よi)大幅に増加している｡

3.中継方式およびフレーム構成

AX3S形クロス′ミ交換機の基本的な中継方式を図2.3にホす｡図

2は有ひも式J自う線中継台を設置した場合,図3は無ひも式局線中継
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表1 中継方式図の記号名称対照表
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名 称

ナン/く-プ′レーフ

ナンパー_ブ′レー7⊃コネケ′勺

扱者呼出トランク

発信レジスタ

出 セ ン ダ

ポジションリング

ポジションレジスタ

レジスタマ【カコネ7 ′さ

センダリン ア

センダコネクタ

私設線両方向トラン々

トラソク配線盤

試験レシ丁スタ

陪賓記鐘棟

トラブルレコーダコネクタ

試験卜 与 ンノク

台を設置した場合を示す｡各中継方式図に示されている記号名称対

照表を表1に示す｡

AX3S形は回線数に応じ 種々にフレーム構成を変化するが,図

4は各種のフレーム構成のうち代表的なもの二つを示したものであ

る｡図4(a)ほ基本フレーム,(b)は(a)に示す基本フレームを2

個用いて併合した,併合フレームである｡

AX3S形の基本フレームの構成が従来のAX3M形,AX3D形のそ

れと異なっている点は,2次リンクが単リソク形式になっていると

ころにある｡

さきに本誌第47巻第12号(2)に発表された｢格子またほリンクの

順位選択における内部ふくそう率+に示されているように,三段接

続フレームの2次格子を一定順序で選択することによって近似的に

バッキソグ状態を実現し,内部ふくそう率の減少を図っている｡図

5は500～700HCSの呼量範囲における内部ふくそう率が,無順位

選択方式の場合に比べ,順位選択方式の場合には,どの程度減少す

るかを電子計算枚を用いたトラヒックシミュレーションにより検討

した結果を示したものである｡
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図5 内部ふくそう率に対する呼量の影響と順位選択の効果

さらにAX3S形では,入線と出線との接続時に,共通制御回路で,

発呼した入線と,一次リソク,二次リンク,出線の話中状態を同時

に試験し,あき接続経路を有する出線を選択しているので,二次リ

ンクを単リンク形式にしても内部ふくそう率は非常に小さくなり,

出線数を大幅に増大できた｡

4.主要才妾続動作の概要

4.1発信音接続

図2,3において内線が送受器をあげて発信レジスタ(OR)に接続

され,ORから送出される発信音を聞くまでの接続である｡内線が送

受器をあげるとラインリレーが動作し,フレームコネクタ(FC)を通

してあきマーカ(M)を起動する｡Mが起動されると発呼老の収容位

置およびサービスクラスを識別する｡一方Mは,リンクおよびOR

のあき試験を行ない,発呼老との間にあきリンクを有するあきOR

を選択する｡次いでMは選択したORの収容位置を識別し,その

後に捕そくする｡次にMは発呼者と描そくしたORとを接続する
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通話路に対JEする一次,二次および三次の各クロスバスイヅチのセ

レクトマグネヅトを動作させ,また発呼者収容位置情報をORに転

送する｡これらの情報は内線相互接続,出中継接続などに使用する

ためiこOR内に蓄積される.〕

次i･こMほ一次,二次および三次の各クロスバスイツ子のホー′レト

マグネットを動作させ,各スイッチを閉じ,通話路の二重接続試験

を行ない,発呼老とORとを接続して復旧し,次の呼に備える‥

スイッチの保持はORにより行なわれ,ORから発呼老に発信音

が送出されるっ

4.2 内線相互接続

ORは発呼老のダイヤルの第1数字を計数蓄積後,何けた受信後

Mを起動すべきかを識別するコ 内線相互接続の場合には内線番号の

3数字または4数字を蓄積し,レジスタマーカコネクタ(RMC.)を

通してMを起動する.｡MほORから被呼老番号を受け入れ内線

相互接続であることを識別し,直ちにナン′ミーブ′し-ブコネクタ

(NGC)を通してナンバーグ′し一プ(NG)を捕そくし,NGにOR

より受け入れた被呼者番号を転送する｡NGはその被呼老番号を被

呼老の収容位置情報に翻訳してMiこ返す｡MほNGからその情報

を受けると,NGを復旧させる｡一方その情報により,被呼老の収

容されているラインフレーム(LF､)をFCを閉じて描そくし,被呼老

の話中試験およびサービスクラスの識別を行なう｡

一方Mは内線相互接続識別iこより′し一トが決定すると内線相互ト

ランク(IOT)の選択を行なう｡この際Mほ被呼老とIOTとの間に

接続し得る経路があることを確認して行なう｡その後Mは発信音

接続のときと同様iこ,一次,二次および三次の各クロスバスイ､ゾチ

を閉じ 被呼老とIOTの被呼側とを接続するっ

次iこMはORより発呼者の収容位置情報をRMCを通して受け

入れ,その情報により,IOTの発呼側と発呼老とを接続する.｡スイ

ッチの保持は発呼者の電話楼のループにより,IOTで行なわれる｡

ん3 センダを使用しなし､出中継接続

この接続は,局線発信接続,私設線発信接続,扱者呼出接続,特

殊番号接続などが含まれる｡ORは第1数字を計数蓄構後,M起動

けた数を識別すると所定のけた数を蓄積しRMCを経てMを起動

する｡MはORからダイヤル番号を受け入れ,ニれによりセソダを

使用しない出中継接続であることを識別し,またORから受け入れ

た発呼老の収容位置情報により,対応のLFをFCを通して描そく

する｡Mはダイヤル番号によりルート識別を行ない,対応するトラ

ソク,たとえば局線発信接続の場合は局線出トランク(COOGT)を

発信音接続の場合と同様にして捕そくし,その後,発呼者とCOOGT

との問を接続し､ORとともに復旧する｡発呼老は局の第2ダイヤ

ル音を問いた後,局加入者のダイヤルを行ない,所望の被呼老に接

続される｡COOGTには市外自動発信制御棟能があり,市外即時通

話不能の発呼老が市外番号をダイヤルした場合は,ニれを阻_ll二し,

ただちにラインロックアウトする｡

4.4 センタを使用する出中継接続

MはORから受け入れたダイヤル番号によりルートを識別し,そ

れがセソダを使用する出中継接続であることを識別すると,対応す

るトランクたとえば私設線発信接続の場合は私設線両方向トラン

ク(TBWT)を4.3項の場合と同様にして選択捕そくし,発呼老

とTBWTとを接続する｡

一方Mはセソダコネクタ(SC)を起動し,出センダ(OS)を選択

描そくし,TBWTとOSとをセンダリソク(SL)を閉じることによ

り接続する｡このとき,OSにはORに蓄積されているダイヤル番

号が転送される｡MはOSがSLを通してTBWTに接続されたこ

とを確認すると,OSにインパルス送出指示を与え,その後ORに

復旧表示を送り,すべての装置との接続を断ち復旧する｡以後発呼

着からのダイヤルインパ′しスほLF-TBWT-SLを通してOSに蓄

積され,OSからTBWTを経由して相手局に再生送出される｡OS

に蓄積されている数字を送り終わり,まだ発呼老がダイヤルを行な

っていなければ,OSとSLは復旧し,以後のダイヤ′レイン′く′レス

は.TBWTで中継され相手局に送られる｡

4.5 私設中継線からの入中継接続

T】∋WTが相手局から捕そくされると,ただちに入レジスタリン

ク(IRL■)を通しで入レジスタ(IR)が捕そくされる｡IRに相手局発

呼老がダイヤルした内線番号が蓄積されるとIRはMを起動し,被

呼老番号を送る｡以後の動作ほ4.2項の被呼側接続と同様である

カ＼ただ入中継接続の場合はTBWTはすでに決まっており,その

TBWTに被呼老を接続するところが異なっている｡

4.る 局線からの着信接続

局線中継台の形式により異なるが,ここでは無ひも式中継台の場

合について説明する｡

AX3S形の無ひも式中継台の形式ほ2種類あり,局線入トランク

〈COICT)がラインフレームに接続され,通話中ほコードトランク

(CT)が開放される方式と,もう一つは従来のAX3M形,AX3D形

の場合と同様にCTがラインフレームに接続されていて,通話中

CTが保留され,通話時間の監視を行なう方式である｡

局線よりCOICTに着信があれば中継台(ATT)に着信表示され,

扱者の応答でポジションリンク(PL)を通して,COICTとCTとか

接続される.｡扱者ほどの内線に接続するかの要求を聞いて,ポジシ

三ソレジスタ(PR)を描そくし,センダボタンの操作により内線番

号をPRに送る.｡PRほ被呼番号を受け入れるとただちむこMを起動

する､〕その後MほCT開放方式の場合ほ被呼者とCOICTを,CT

保留方式の場合は被呼者とCTとを,4,5項の動rFとほぼ同様な動

作により接続する｡

5.無ひも中継台

従来のAX3M形およぴAX3D形の無ひも中継台(3)における局線

と内線の通話は,コードトランクを保留し,これを通して行なわれ

るコードトランク保留方式であった｡この方式は中継台においてコ

ードトランクを常iこ監視できるので,たとえば市外通話時分など,

通話監視にほ便利な反面,コードトランクを着信系局線数に等しい

数だけ設置せねばならず不経済であった｡

局線と内線の通話中,ポジションリンクおよぴコードトランクを

開放するいわゆるコードトランク開放方式は,扱者が取扱い中の時

のみコードトラソクを保留すればよいので,コードトランク数を少

なくでき経済的である｡またこの方式はラインフレーム(LF)の出

線端子をも節約できる利点を有している｡

AX3S形の無ひも中継台には,一般台として上述のコードトラン

ク開放方式を,また市外通話時分などの監視を行なう場合は,コード

トランク保留方式を採用した｡この2方式を併用することもでき,こ

の場合ほ,市外発信通話時分の同時監視数に見あったコードトラン

クのみ保留方式とすればよいので,普通1局当たり1～3台で済み,

残りほコードトランク開放方式とすればよいので,経済的である｡

またポジションリンクの構成にも検討を加え,コードトランク開放

方式には6線式のリンクを,保留方式にほ3線式のリソクを採用し,

これら二つのリンクを同一のポジションリンク制御回路により制御

する｡このポジショソリンクは局線20～200回線,中継台20台ま

で収容可能で,どの台でも全局線を取り扱うことができる｡

本無ひも中継台には従来の無ひも中継台で採用し好評を得ている

共通操作方式を採用し,さらに数字ボタンによる局線発信,コード

ダイヤル(短縮ダイヤル)発信,リセットコール,シリ⊥ズコール,

着信順応答および積帯呼表示などの機能を加えたので,交換取扱い
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蓑4

機 能 名 称

〓

ト

不

■へ

7 ン

在

プ､

転

従来からもある付帯サービスー覧蓑

標準機縫
付加機能の別

講一

代 表 番 号

自 動 共 電 式 電 話

付
什
付
付
付
付

付

七J

h
ハ
▼

勺

･¶J

･召

十J

･¶ノ

健 能 名 称

局線通話料金内線毎登算
(K装置)

幹 部

会 議

キー

共
共

話
合

ス

話
話

+

電
指
+
電
電

蓄
茸

ヰ

秋二

】
同
同

付加機能の別

付 加

カ

＋八一カ

カ
･
刀

付
付
付
付
付

図6 無 ひ も 中 継 台

蓑2 新しく加えた中継台根老に対する付帯一汁-ビスー覧蓑

椀 能 名 称 内 容
標準機縫
付加機能
の 別

数字ボタンによ

る局線発信

局線の鞍呼老不号に応L数字ボタンを押せは自動的にタ

イヤ′ンインノミ･こスに変換され呼び出Lができる｡

コート◆ヤ､トナ′L

局線発信の際,ひんばんに電話する相手に対L,任意の

2数字のコード番号を与えておき,その番号を数字ポ

ケンで押すことに三i`-,一連の被呼老番号を押したと

同Lようiこ,被呼老な呼び出すことがてきるっ

看守帯呼表示

帯信順 托∴答

待合せている局線着信の坪数を三段階にわこナて表示L,

故老に注意を喚起う‾る‥

待合せている着信局線への旺答は着信訓[頁亭に従かって

行なえる｢

ノーて ノト コ【ノL

てハr 十･ン切換

所望の内線が話中,不在などであるとき,単位番きチの数

字ボタンを押Lたおすのみで,その内線と単位番号仁一

み異なる別の内線を呼び出すこ上ができるヮ

切換電けんによっ数字ボタンおごご:ダイヤノンC･いず一寸Lて-

も内線呼び出しが行なえる｡

付加

け加

≡ 標準

標準

!標準

ハ
斗 弓 道出

送受器ミミすt内線に対してハウラ昔を送出することがで

きる｡

局線からの着信呼を内線に接続した際,撰者が芯けんを

操作しておけこ三,通話が終わったとき,自動的に扱者

を呼び出し,他の内線に転送できる｡

漂準

雪妻準

付加

梅 能 名 称 1 内 容

内線相下1)セノ j所望の内線が話中.不在などであるとき,単位番号をタ

イヤルLなおすの･ちて,その内絶と単位番号のみ異な

る別の内線を呼び出すことができる｡

内線相互キ1･ン

｢1‾ン

標準

ユニできる機能｡

内線相互割込み 被呼老話中の場合,その通話に割込むことができる校台巨｡

コードダイヤノン

(電循ダイヤ′し丁)

ひんばんに電話する相手に対して,任意の2数字のコー

ド番号を与えておき,識別番号を加えた3数字の番号

をダイヤルすることで一連の被呼老番号をダイヤルし

たと同じ効果となる械能｡.

押しr←一夕ン′勺イ

ー十-ノン

付加

付加

回転形ダイヤノンの代わ1〕に,電話蟻のダイヤル部に0へ 付加

9の番号の押しボタンを設け,こ九を被呼番号に対応･

して押すこ上で,相手に按綻する擬能｡

作業は非常に簡単な操作となり,交換能率の向上と局線に対するサ

ービスの向上がなされた｡.なお新しく採り入れた機能を示したのが

表2である｡

台の構造はスチール製の1台1痺庸据置形で操作面には主要操作

を行なう大形のランプ付押しボタンと補助的に使用する小形のラン

プ付押しボタン,内線呼び出しのための数字ボタンおよびダイヤル

が配置され,正面パネルにはカード箱,局線番号チェック用数字表

示管が設備されている｡コードトランク保留方式の中継部こは市外

通話時分を測るための零復帰度数計が設備されている｡

図るに本無ひも中継台を示す｡

石 狩 種 別 電 圧 記 事

直流主電源I DC

商 刊 程 狩I AC 46c/s､51c/s

56c/s､61cノs

ー48V±5V

100V±10V iAClOOVを必

l富岳する付帯装
200V±20V

卓 ､÷-
IJ

420V±20V

整流器用

蓑6 線 路 条 件

最大線路抵抗 最低絶縁抵抗

内 規 禄 路

中継線線路･■′実回線1

1,200n

l,200rl

20k凸

20kQ

伝 送 諸 宗 l 限 界 値

埴 詔 i破 棄 畳

話
ミTLlk 安 量

ビー プシ フ･不平衝立

1.5dB (′300c/s)

0.5dB √1,500c/s〕

60dB(1,500c/s)

30dB Lて1,000c/s)

占.付帯サービス

付帯斗-ビスについてほたびたび本紙に紹介されているので,詳

細な説明を省略し,ここでは従来のAX3M形,AX3D形にはな(∴

AX3S形に新たに加えた付帯サービスを表3に示し,従来からある

AX3S形にも付帯するサービスを表4に示すこ これらのサービス中,

すでに顧客に納入され現在運転中のもの,たとえば京都国立国際会

館の内線相耳キャンプオン装置なども含まれている｡

7.電気的性能

本交換機の使用電源,線路条件および伝送諸量ほ表5～7こ･こ示す

とおりである｡

8.輯 言

以上AX3S形クロスバ交換機の概要について述べたが,三段接続

の主フレーム構成を基本に,回線数によっては四段接続を導入した

ことおよび無ひも式中継台用ポジションリンクにおいても新しい構

成を採用したことにより,大容量に至るまでクロスバスイッチの使

用数が少なくなり,経済的な交換楼とすることができた｡またコー

ドダイヤル,内線相互キャソプオン,押しボタンダイヤルなどの付帯

サービス機能を付加できるようにしたので,本交換機の適用範囲は,

回線数のうえでもサービスのうえでも大幅に拡大された｡今後は,

さらに経済性を追求しコストダウンを図るとともに付帯サービス枚

能の拡充をはかる所存である｡

終わりiこのぞんで日ごろ種々の有益なご助言をいただいている顧

客のかたがたに対し厚く感謝の意を表する｡
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